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この機関紙は、赤い羽根共同募金の配分金の一部で作成しました。

社  協 だより
謹
賀
新
年

今
年
も
よ
ろ
し
く

　
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
み
な
さ
ま
か

ら
の
会
費
、
寄
付
金
、
共
同
募
金
な
ど

で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み

な
さ
ま
と
と
も
に
地
域
福
祉
に
役
立
つ

活
動
や
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲しいだ「夢」会議さんのご協力のもと、
　　　　子ども食堂でもちつき大会をしました。
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皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
つ
つ

が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
も
と
も
と
正
月
は
、
お
供
え
を

し
、
歳
神
様
（
と
し
が
み
さ
ま
）

を
ま
つ
る
儀
式
で
し
た
。
こ
の
一

年
の
豊
作
と
、
家
族
の
健
康
を
祈

る
た
め
の
儀
式
で
す
。
正
月
を
迎

え
る
こ
と
こ
そ
が
一
つ
の
区
切
り

で
あ
り
、
昔
の
人
は
正
月
を
迎
え

る
と
、
無
事
に
新
し
い
年
を
迎
え

た
こ
と
を
心
か
ら
喜
び
、
「
数
え

年
」
と
い
っ
て
一
つ
年
齢
を
重
ね

た
も
の
で
す
。

　
築
上
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

地
域
の
福
祉
を
担
っ
て
い
く
の
が

大
き
な
ひ
と
つ
の
目
標
で
す
。
地

域
に
暮
ら
す
住
民
誰
も
が
そ
の
人

の
状
況
に
合
っ
た
支
援
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
総
合
的
な
包
括
支

援
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

町
内
の
各
分
野
で
専
門
の
福
祉
施

設
各
位
と
、
ご
協
議
・
相
談
を
続

け
な
が
ら
、
一
人
一
人
が
幸
せ
と

な
る
よ
う
な
最
良
の
プ
ラ
ン
を
、

検
討
で
き
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
構

築
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
福
祉
に
し
て
も
こ
う
し
た
変
遷

の
中
で
大
変
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

改
め
て
昔
か
ら
の
日
本
の
暮
ら
し

の
良
さ
や
伝
統
を
見
直
し
、
こ
の

新
し
い
年
を
一
緒
に
迎
え
ら
れ
た

こ
と
を
、
率
直
に
感
謝
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
「
家
族
」
「
歴

史
」
「
伝
統
」
「
文
化
」
を
見
直

す
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

次
の
世
代
や
、
百
年
先
、
千
年
先

の
命
ま
で
、
我
々
が
育
っ
て
き
た

自
然
環
境
や
歴
史
・
文
化
を
、
き

ち
ん
と
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に

も
「
受
け
継
い
で
来
た
も
の
」
を

見
直
す
こ
と
が
、
今
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
新

し
い
年
が
よ
り
佳
き
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

社会福祉法人
築上町社会福祉協議会
会 長　中 村　信 雄

新
年
あ
け
ま
し
て

　 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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広報部会
より

　今回の広報部会は、八津田小での福祉体験教室の取材で
した。11月8日八津田小4年生16名が対象の車いすとアイ
マスク体験です。社協から持込みの車いすを使って、社協
職員による使い方説明の後、2人1組のペアになって、体育
館から教室廊下、校庭を通って体育館に戻るコースで、途
中にスロープや段差がある。一周後は交代して、お互い座
り役と介護役の体験でした。
　次にアイマスク体験です。これも2人1組のペアで、目の不自由な人とリード役それぞれの体験です。リー
ドの仕方は、左腕をつかませてのリードと左肩に右手を掛けさせてのリード、或いは狭い場所では両肩をつ
かませてのリードがある。相手の希望や場所によって、リードの仕方が変わってくるところの体験でした。
　約1時間半で、二つの体験学習を終えて、担任の先生と教頭先生の指導で生徒のみなさんは、想うことが多
かったのだろう、各自のノートに感想を一生懸命に書いていました。
　私は、今なぜ福祉体験学習？と思って少し調べてみました。すると、以下の事情でした。
…変化の激しい現代社会では、子どもたちの生活環境は大きく変わっている。家庭内の合理化で、家族のた
めに働く勤労体験が全くと言っていいほど無い。また、核家族化の進行で、高齢者や障がいのある人とふれ

あう機会が少ない状況にある。そんな中、「福祉」の大
切さが叫ばれている。老若男女、国籍、障がいの有無全
てを問わず、基本的人権を有するという「福祉」の理念
に基づいて、福祉体験学習なるものが児童生徒に課され
ている。…
　子どもたちは今回の体験で、車いす操作の大変さや、
視覚障がいのある人の不安・不自由さを知り、地域社会
でさまざまな立場の人々とともに生活する大切さを理解
していただいたことでしょう。私自身も勉強になった取
材でした。　　　　　広報部会　井上　孝之助

ふ
る
さ
と
回
想

葛
城
神
社
妙
見
宮

　

民
放
テ
レ
ビ
局
の
「
池
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
」
と
い
う

番
組
が
人
気
で
す
。

　

子
供
の
頃
、
葛
城
神
社
妙
見
宮
の
宮
池
の
水
抜
き
が

定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
時
に
は
大
物
が
見
つ

か
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
当
時
小
学
生
の
私

の
お
務
め
は
水
の
少
な
い
用
水
路
に
流
れ
出
た
魚
を
川

に
放
す
こ
と
。
姉
や
幼
馴
染
み
の
Ｋ
・
Ｍ
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
鯉
や
フ
ナ
を
せ
っ
せ
と
岩
丸
川
に
運
び
ま
し
た
。

　

春
に
は
そ
の
宮
池
の
淵
の
桜
が
見
事
に
咲
き
誇
り
ま

す
。

秋
は
神
楽
。
夜
、
薄
明
か
り
の
中
で
見
る
神
楽
は
子
供

に
と
っ
て
は
只
々
怖
い
も
の
で
、
鬼
に
抱
き
か
か
え
ら

れ
よ
う
も
の
な
ら
「
ぎ
ゃ
あ
ー
」
と
泣
き
叫
ん
で
い
ま

し
た
。

七
五
三
詣
り
も
然
り
。
頭
の
上
に
大
き
な
お
団
子
の
飾

り
を
載
せ
ら
れ
、
に
こ
り
と
も
し
な
い
私
が
写
真
の
中

に
収
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
思
い
出
深
い
葛
城
神
社
妙
見
宮
で
す
が
、
こ

こ
数
年
は
初
詣
も
車
で
出
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
来
た
る
べ
き
新
年
は
久
し
ぶ
り
に
あ
の

張
り
つ
め
た
空
気
の
中
、
鉄
橋
を
渡
る
電
車
の
音
を
遠

く
に
聞
き
な
が
ら
歩
い
て
詣
で
よ
う
か
と
計
画
中
で
す
。

一
の
鳥
居
と
二
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
宮
池
を
背
に
石
段
を

上
が
れ
ば
、
そ
こ
に
は
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
境
内
が
広

が
り
ま
す
。

　

一
年
の
ス
タ
ー
ト
は
や
は
り
こ
の
場
所
か
ら
。

　

新
年
が
平
安
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
祈
り
ま
す
。

杉
田  

愛
子

株
式
会
社
ａ
ｉ
ｒ

代
表
取
締
役

（
福
岡
市
在
住
）
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い
よ
い
よ
平
成
の
元
号
も
終
わ

り
に
な
り
ま
す
。平
成
31
年
４
月
30

日
に
譲
位
さ
れ
、５
月
１
日
か
ら
新

し
い
元
号
で
即
位
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。歴
史
上
平
成
は

４
番
目
の
長
さ
で
あ
る
よ
う
で
す
。

　

天
皇
生
前
中
に
譲
位
が
決
ま
っ

た
わ
け
で
す
か
ら
、次
の
元
号
が
ど

う
な
る
の
か
当
然
話
題
と
な
り
ま

す
。平
成
の
元
号
が
決
ま
っ
た
時
は

「
平
成
」「
修
文
」「
正
化
」の
３
つ
が

候
補
に
挙
が
っ
た
よ
う
で
す
。ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
に
し
た
Ｍ
・
Ｔ
・

Ｓ
・
Ｈ
以
外
の
文
字
に
な
る
の
は
確

定
で
す
が
、
事
前
公
表
す
れ
ば
、
一

世
一
元
に
反
す
る
と
懸
念
も
あ
る

よ
う
で
難
し
い
一
面
を
も
た
ら
し

て
お
り
ま
す
。平
和
が
持
続
す
る
よ

う
な
元
号
が
ネ
ッ
ト
上
で
う
わ
さ

候
補
に
挙
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、最
近
は
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
大

変
だ
っ
た
の
で
、災
害
の
無
い
安
全

安
心
な
元
号
が
欲
し
い
も
の
で
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、い
ろ
ん

な
福
祉
の
メ
ニ
ュ
ー
創
り
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、住

民
の
皆
様
方
に
は
、本
年
も
昨
年
同

様
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

広
報
部
会

　 

中 

村
　
信 

雄

編
集
後
記

社
会
福
祉
法
人  

築
上
町
社
会
福
祉
協
議
会

■
編
集
・
発
行　

築
上
郡
築
上
町
大
字
椎
田
８
６
１
の
１

　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
５
６
）２
２
２
３  

Ｆ
Ａ
Ｘ（
５
６
）２
２
４
４

  http://chikujyo-shakyo.jp/
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

築
上
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
芳
情
に
対
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
浄
財
は
、社
会
福
祉
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

な
お
、社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
付
さ
れ
た
場
合
は
、所
得
税
の
控
除
対
象
と

な
り
ま
す
。（
平
成
30
年
９
月
20
日
〜
平
成
30
年
12
月
18
日
受
付
分
ま
で
掲
載
）

寄
付
金
の
お
礼

香
典
返
し

◆
椎
田
地
区

〔
湊　
南
〕
平　
塚　
快
一
郎 
様
（
亡
父 

武
彦
様
）

〔
椎
田
東
〕
友　
住　
昭　
政 
様
（
亡
母 

マ
サ
ヱ
様
）

〔
椎
田
中
〕
長　
部　
逸　
紀 

様
（
亡
義
母 

小
袋 

弘
子
様
）

〔
臼　
田
〕
吉　
森　
健　
治 

様
（
亡
父 
政
治
様
）

〔
椎
田
南
〕
大　
石　
成　
美 

様
（
亡
母 
文
枝
様
）

〔
西
高
塚
〕
上　
村　
　
　
忍 

様
（
亡
父 
和
夫
様
）

〔
宇
留
津
〕
鬼　
松　
裕　
治 

様
（
亡
父 
平
治
様
）

　
　
　
　
　
白　
川　
徳　
子 

様
（
亡
夫 

辰
雄
様
）

〔
奈　
古
〕
平　
岡　
清　
美 

様
（
亡
母 

平
原 
鈴
枝
様
）

〔
坂　
本
〕
椋　
本　
正　
美 

様
（
亡
妻 

タ
カ
コ
様
）

　
　
　
　
　
加　
治　
路　
子 

様
（
亡
夫 

利
夫
様
）

〔
下
日
奈
古
〕
小　
森　
敏　
子 

様
（
亡
夫 

征
夫
様
）

〔
小　
原
〕
出　
口　
ミ
サ
子 

様
（
亡
夫 

貞
仁
様
）

〔
上
り
松
〕
宮　
本　
朱　
美 

様
（
亡
夫 

一 

様
）

◆
築
城
地
区

〔
寒　
田
〕
鋤　
崎　
勝　
利 

様
（
亡
妻 

カ
ズ
子
様
）

〔
下
本
庄
〕
林　
　
　
眞　
人 

様
（
亡
母 

ミ
チ
子
様
）

〔
櫟　
原
〕
迫　
　
　
孝　
美 

様
（
亡
母 

貞
子
様
）

　
　
　
　
　
鱒　
渕　
正　
之 

様
（
亡
妻 

ツ
ギ
ヱ
様
）

〔
伝
法
寺
〕
丸　
山　
一　
雄 

様
（
亡
妻 

弘
子
様
）

　
　
　
　
　
山　
内　
敬　
子 

様
（
亡
次
男 

辰
浩
様
）

〔
下
深
野
〕
今　
村　
道　
徳 

様
（
亡
父 

功
様
）

〔
袈
裟
丸
〕
岡　
田　
桂　
子 

様
（
亡
夫 

本
見
様
）

〔
安
武
第
二
〕
有　
吉　
純　
次 

様
（
亡
母 

英
子
様
）

〔
安
武
第
三
〕
有　
永　
か
よ
子 

様
（
亡
夫 

義
正
様
）

〔
赤　
幡
〕
末　
次　
孝　
史 

様
（
亡
母 

節
美
様
）

〔
下
小
山
田
〕
深　
田　
清　
美 

様
（
亡
母 

ア
サ
ノ
様
）

　
　
　
　
　
林　
　
　
秀　
美 

様
（
亡
母 

ミ
ツ
ヨ
様
）

〔
広　
末
〕
塩　
田　
健　
治 

様
（
亡
母 

久
登
重
様
）

　
　
　
　
　
笹　
田　
吉　
樹 

様
（
亡
母 

ミ
サ
エ
様
）

〔
上
築
城
〕
奥　
村　
文　
子 

様
（
亡
夫 

保
身
様
）

一
般
寄
付

　
西
森　
敬
高 

様

　
岩
武　
孝
𣳾 

様

　
Ｊ
Ａ
福
岡
京
築 

さ
く
ら
会 

様

　
匿
名
希
望 

様

ちくじょう子ども食堂へ食材等のご寄付をいただきました

・塩田 昌生 様　・喜代原 紘一郎 様　・田村 啓二 様、雪枝 様　・杉本 賢史 様　・生涯学習課 様
・ワークランドこすもす 様　・築上町母子会様　・一心ノ会 様　  ・安部味噌製造所 様　・匿名希望 5名 様

平成30年9月22日～12月18日受付分まで掲載

平成30年度

福祉入門
教室

『自分のため、家族のため、地域のために』
暮らしに役立つ住民福祉講座　受講生募集

「自分や家族などが万が一のとき、あなたはどうしますか？」自分のため、家族のため、
地域のために出来ることを考えてみませんか？いつ起きるか分からない万が一のことを、
専門の講師とともに学びましょう。

場　所 ▶ 築上町社会福祉センター「自愛の家」講義研修室
対　象 ▶ 関心のある方（興味のある講座だけでも受講できます。
　　　　 なお、講座①・②については、親子での受講もできます。）
参加費 ▶ 無料
申込み ▶ お電話にてお申し込みください（各講座前日まで）
主　催 ▶ 築上町社会福祉協議会、京築地区福祉人材バンク

申込み・お問い合わせは

築上町社会福祉協議会
電話0930-56-2223

講座① 2月2日土
　　    10時30分～12時
「わが町に災害が起きたら
　～近年の災害から学ぶ～」

講師：NPO法人 ANGEL WINGS
　　　理事長　藤澤 健児 氏

講座② 2月9日土
　　    10時30分～12時
「避難所の生活を学ぶ
　～段ボールベッドで避難所での
　　　　　　生活を体験～」
講師：NPO法人 ANGEL WINGS
　　　理事長　藤澤 健児 氏

講座③ 2月16日土
　　    10時30分～12時
「地域で増える空き家問題について
　～地域の空き家と空き家予備軍の
　　　　　予防と対応～」
講師：司法書士・行政書士
髙瀬事務所 司法書士 髙瀬 忠通 氏


